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１１月１日に本校でNIEフェアが開催されました。しま地区としては初めての開催となりました

が、県内各地の小中高の学校から多くの先生方が参加され、活発な意見交換がなされました。具

体的な内容はこの後の記事をご覧いただければと思います。私からは、開催あいさつの一部を紹

介し、五島高校としての思いを保護者の方にお伝えできればと思います。 

 

＜以下、開催あいさつの一部です＞ 

３０数年前、私は本校に新任として着任しました。当時１０００名以上の生徒が在籍していま

したが現在は約５００名の在籍です。本校の生徒はほとんどが進学をいたします。就職する生徒

は数名で、しかも五島市に残る生徒はほとんどいません。その一方で、校長として着任早々、地

域の方々から「五島高校の生徒進学率はよくなったねー、でも、出ていくばっかりやもんね」な

どと言った、地域の将来を心配する声を聞くことができました。 

また、当時２０４０年問題（自治体の存続確率）等が報道で取り上げられ、地域の活性化は日

本の発展のための喫緊の課題だと改めて実感しました。 

そして、もう一つ。生徒と話してみると、生徒は地元のそのような状況をよく知らない。ま

た、五島の良さも意外と実感していないことに気づきました。 

 

そのような中、本校の総合的な学習の見直しを行いました。本校の総合的な学習はキャリア教

育を軸としています。生徒の興味関心を引き出し、それを活かせる大学の学部学科の研究等で

す。今までと同じでは、人口減少や、地域の活性化といった先ほどの課題は解決しない。地域や

行政の方は本当に頑張って取り組まれています。教育で何ができるか教職員で考えました。そこ

で今までのキャリア教育に付け加え「生徒が実感しやすい身近な地元の課題や素晴らしさから、

生徒の興味関心を引き出す」「社会的貢献を最終目標に自分の進路を考える」事を加え、見直す

こととしました。 

 

プロジェクトチームを結成し、半年間で９回の会議を行い、「バラモンプラン」と名付けまし

た。キャリア教育、NIE教育、主権者教育のすべてを取り入れた形で具体化を図りました。 

「バラモンプラン」には、『身近な課題から自分の進路を考え、進学後、大学等で日本、世界

の課題に取り組み、そして、そのノウハウを持って、できれば五島に戻ってきてほしい、戻って

こなくても、五島のことを思いながら活躍してほしい』という願いがこもっています。 

 

実際に生徒が活動し始めて、まだ１年と少しです。まだまだ、開発途中のプランであり、進化

し続けるプランです。皆様からの忌憚のないご意見を聞かせていただければ幸いです。 

『NIEフェア』（Newspaper In Education） 
～総合的な学習「バラモンプラン」としての取組～ 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A2RA0grBwU5W_SkAfAmU3uV7/SIG=12beeu7im/EXP=1448088385/**http%3a/livedoor.blogimg.jp/dakson/imgs/e/f/ef2a8932.jpg
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 ２年生普通科の生徒は、総学の時間を用いて、地域活性化策について考えてきました。11月1日

のバラモンフォーラムでは、自分たちの考えた地域活性化策を発表し、各分野の有識者の方々にご

意見をいただきました。生徒たちは、今回いただいた意見を元に、現在、活動を続けています。ま

た、多くの人の前での発表や、大人の方の意見を伺うことを通して、社会人としての自覚を育成す

るための有意義な時間となりました。 

バラモンフォーラム 

NIEフェア 
 

 11月１日（水）にNIEフェアが行われまし

た。本校では平成２７年度から長崎県のNIE実

践指定校となり、総合的な学習の時間（バラ

モンプラン）や朝のバラモンタイム、新聞部

や図書委員による活動な

どさまざまな場面で新聞

を使った教育を行ってお

ります。本校での取り組

みを外部の方へ発表、そ

して２年生のバラモンプ

ランの様子をご覧いただ

きました。 

人生の達人セミナー 
 

 今年度の人生の達人セミナーはNIEフェアの

基調講演ということで、長崎大学学長の河野茂

氏をお招きして「１８才から備える

自分の健康と未来」と題し、これか

らを切り拓く高校生に対して夢を実

現するためには何より体が資本であ

るということについて講演をして頂

きました。河野氏の長崎大学学長へ

就任後、高校への講演会は今回が初

めてということで記念講演にもなり

ました。 
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平成２9年度 長崎県高等学校総合文化祭【美術部門】結果 
 

【絵画部門】 

 優秀賞 ２年 石田 聖紫 

     （全国大会へ出場） 

 優秀賞 ２年 谷川 愛果 

 優秀賞 １年 佐々野 優香 

 優秀賞 １年 戸野本 早喜 

 優良賞 ２年 神村 明莉 

 

【デザイン部門】 

 優秀賞 ２年 堀本 結花 

      （254名中３位） 

 優良賞 ２年 畑野 博昭              「なみだ」                      「声」 

 優良賞 １年 林 海音        石田 聖紫         堀本 結花  

准看護師資格試験１００日前集会 
 

 11月8日（水）に准看護師資格試験100日前集会が開催され、学年

主任の吉田先生から激励の言葉をいただきました。1年生村田なつみさ

ん・２年生川端里歩さんからは受験に向けてのエールを、そして３年

生代表の宗金太郎くん・荒木萌さんは、25人全員での合格を誓う言葉

を述べました。吉田先生からの、「“３年間で最も大切なもの”まで

100日。ベストを尽くして下さい。」という言葉を胸に、当日は自己

最高点を目指して頑張りたいと改めて感じました。  

 

 

 

 

 

 

      長崎県高等学校駅伝競走大会 
                   （陸上部） 

 １１月２日（木）秋晴れの中、雲仙市小浜町

において長崎県高等学校駅伝競走大会が開催さ

れました。男子が７区間４２．１９５ｋｍ、女

子が５区間２１．０９７５ｋｍ。朝１０時に女

子がスタート。２８校中１７位でした。男子は

昼１２時２０分スタート。ほとんどの学校が繰

り上げスタートになる中、本校は途切れること

なくたすきをつなぎ、４１校中１２位でした。

これから、五島の名を日本中に発信できるよ

う、日々、精進していきます。 

―結果― 

男子総合  

総合12位/４１校中 
（2時間25分45秒） 

 

女子総合 

総合17位/28校中 

  （１時間2７分３９秒） 


